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1 はじめに
モデル検査ツール SPINを用いたモデル検査は並行プ
ログラムのデバッグに有用である. 一方，SPINではラン
ダムシミュレーションも実行可能で，システムのモデル
化の段階で挙動を大雑把に把握したいという場面や，開
発者が予期していない箇所での仕様の不完全さやバグを
発見するのに有用である．これら両者の総合により効率
的なプログラム開発が期待できる．しかしながら現状で
は，モデル検査とランダムシミュレーションの結果を融
合するしくみは SPINにはない．
例えば，ランダムシミュレーションの検査対象である,

モデルからランダムに得られる遷移列が全状態中でどこ
に位置するかを即座に確認できるツールがあると有用で
ある．また，SPINを核とする統合開発環境である jSpin

にモデル検査で得られる状態遷移図を可視化する機能は
あるが，ランダムシミュレーションで得られる状態遷移
図の可視化機能はない．
本研究では，ランダムシミュレーションによるデバッ
グに着目し，ランダムに得られる遷移列の同定や，可視
化をするツールの開発を試みる．本稿では以上で述べた
ようなツールの設計及び，実装について述べる．
2 モデル検査ツール SPINと状態遷
移図

2.1 モデル検査ツール SPINと jSpin

SPINはモデル検査を自動で行うためのツールの一つ
である．SPINでは並行動作をするシステムを，チャネ
ル通信を用いてモデル化する．モデルは仕様記述言語
PROMELAにより記述される．
SPINのためのGUI環境の一つに jSpinがある．jSpin

において状態遷移図を出力するシステムは SPINSPIDER

である．
SPINSPIDERは SPINの実行結果から状態遷移図を
抽出して描画する．SPINSPIDERによって描かられる
状態遷移図は，モデル中で到達可能な全状態を網羅した
ものである．
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2.2 SPINにおける状態遷移の把握
SPINでは状態を各プロセスのプログラムカウンタと
内部変数の値の組み合わせにより表現する．
SPINにより抽出される状態遷移の情報は，ログファイ
ル経由で得ることができる．例えばランダムシミュレー
ションを行なった結果得られる状態遷移情報は図 1のよ
うになっている．

図 1: ログファイルの例（一部切り取り）

3 状態遷移追跡ツールの設計
3.1 システム概観
本ツールはログファイルの情報を可視化し，即座に確
認することができるようにする．また，jSpinから静的
に得られるモデル検査の結果を用いた状態遷移図と融合
させる．これにより，ランダムシミュレーションで検査
した状態列が全状態中のどこに位置するかが判断できる
ようになる．

3.2 システム構成
本ツールは図 2に示すようにログファイル解析，状態
遷移図抽出，ログファイル編集，状態遷移図マージとい
う基本単位から構成されている．
ログファイル解析では，ログファイルを図 1に示した
ように切り分け，データセットを作成する．そして状態
遷移図抽出で，そのデータセットを用いてシーケンス図
と状態遷移図を抽出する．
ログファイルには SPINがモデル検査時の状態定義に
使用しないプログラムカウンタが存在する．そのためそ
のままでは二つの状態遷移図をマージできない．ログファ
イル編集では，ログファイルに存在するプログラムカウ
ンタを SPINが使用するプログラムカウンタに即したも
のに編集する．その後，二つの状態遷移図をマージする．

3.3 シーケンス図抽出
図 1のログファイルから描かれたシーケンス図の一部
を図 4に示す．本図ではランダムシミュレーションの処
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図 2: システム概観 図 3: 抽出された状態遷移図

理内容をタイムスタンプをもとに時系列順にグラフ化し
ている．描画にあたってはタイムスタンプが同じものの
位置を揃える．

図 4: 抽出されたシーケンス図

3.4 ログファイルからの状態遷移図抽出
図 3に図 1の元のログファイルから抽出した状態遷移
図を示す．また，遷移元と遷移先が 1つしか存在しない
状態はまとめて 1つの基本ブロックとして表している．

3.5 静的に得られた状態遷移図とのマージ
3.4節で得られた状態遷移図と，jSpinから静的に得ら
れる状態遷移図をマージする．jSpinから得られる状態
遷移図の状態は全てのプロセスのプログラムカウンタと
内部変数の値により表現される．一方ログファイルに記
載されている状態名は単体のプロセスにおける状態名で
ある．そのため，各タイムスタンプでの，各プロセスの
プログラムカウンタを保持することで状態をその場で定
義し，その状態が jSpinから得られる状態遷移図中のど
の状態に当たるかを検索する必要がある．

4 実装状況
4.1 実装できている点
現在 3.3節と 3.4節で述べた，ログファイルからシー
ケンス図と状態遷移図を抽出する機能は実装が完了して

いる．

4.2 実装的ていない点と問題点
以下の 2 つの問題点があるため二つの状態遷移図を
マージする機能が実装できていない．

• ログファイル中に存在する状態が，jSpinから得ら
れるモデルの到達可能な状態を網羅した状態遷移
図の中に存在しない

• ログファイルの情報のみでは状態を定義できない．
ログファイルからは各プロセスのプログラムカウ
ンタは得られるが，内部変数の値は得ることがで
きない．故に状態を定義できずマージすることが
できないのである．

．

5 まとめと今後の課題
本研究では，ランダムシミュレーションの結果からシー
ケンス図と状態遷移図を抽出することで，ランダムに得
られる遷移列の同定と可視化を行なった．抽出されたシー
ケンス図と状態遷移図を同時に見ることで，各プロセス
の時系列に沿った状態の遷移を確認することができるよ
うになった．今後の課題として，未実装である二つの状
態遷移図のマージ機能の実装が挙げられる．
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